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災害ボランティアセンター運営者研修
　1/16（月）、朝日町薬剤師会館において、災害ボランティアセンター運営者研修があり、各

市町社協２０名が参加しました。

　災害ボランティアセンターの役割について、PVB（ピースボート災害支援センター）の垣貫

氏の講義と運営訓練がありました。

　災害ボランティアセンターとは、被災者が自立・生活再建することを目指すための取り組み

であり、そのためには、共通認識を持つこと、イメージを持つことが大切です。

　災害時に亡くなる方のほか、災害が起こったことによる環境の変化が原因で亡くなる方も

多いということ、また、馴染みの場所や繋がりの喪失、震災後の学力低下、倒産や廃業など、

災害によってもたらされる様々な影響があります。

　社協が担う災害ボランティアセンターは、被災者中心、地元主体、協働の3原則があります。

①被災者の意向や心情等を基にした取り組みや判断となっているか ②地元組織や住民が主

体となっているか ③被災者にとって必要な支援を実施するために、あらゆる支援者との具体

的な協力体制や関係性が構築されているか ④災害ボランティアセンター運営者が共通認識

として持っておく、このようなことが、運営時に大切にする考え方になります。

　どの災害研修でも、地域の普段からの繋がりが大切だということを必ず言われます。各関

係機関との連携体制をとっておくこと、また、人材育成も必要となります。

　今後は、災害ボランティアセンターを担う社協の組織体制の強化をしていくとともに、災害

時だけでなく、その後も、地域に寄り添う社協でありたいと思います。

災害に備える ～社協として～ 小豆島町社会福祉協議会　岡田 真弓

かきぬき
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R5.1.21 東かがわ市社協

1/27・防災講演　小豆島町役場大会議室

　南海トラフ地震が起こる確率が高い数値になってきました。いつ来てもおかしくない状況
の中、自治会ほか地域各関係者の方に参加していただき、香川大学特任教授の金田義行先生
に、「南海トラフ巨大地震への備え」－小豆島の被害軽減に向けた課題－という講演をしてい
ただきました。
　小豆島に沿った講演依頼をし、参加者の方にとって、更に身近で具体的な話となり、講演中
は、皆さん頷きながら熱心に耳を傾けていました。
　講演の中に、イラストを見て何がみえますか？という質問がありました。1つのイラストの中
に２つの絵があり、人によって見え方が違うというもので、気づき、視点の捉え方が大切であ
り頭の柔軟さがものをいうようです。
　そして、自助・共助・公助の話の中に、近助という言葉を教えていただきました。共助という
言い方より、近助という言葉の方が、親しみやすくわかりやすいということで、なるほどと思い
ました。
　また、災害の備えとして、災害が来たら、どう
いう状況になり、どういったことが必要になる
かというイメージをすることが大切だそうで
す。発災前と発災後は、避難経路を歩くこと1
つとっても、状況によっては、通常の経路の変
更や時間がかかることが予想されます。実際に
南海トラフ地震など大規模災害が起こる、そ
の前に、自分での備えは大前提となり、また、
日頃からの繋がりが大切となります。ご近所で
の助け合い、それがまさに、近助です！

　1/21（土）に、東かがわ市社協の災害ボランティアセンター設置運営
訓練の視察に行ってきました。
　東かがわ市社協では、毎年、実施訓練を行っていて、各部署それぞれ
段取り良く職員が動いていました。災害ボランティアセンターは、①受付
班がボランティアの情報を確認 ②オリエンテーション ③ニーズとボラ

ンティアをマッチング ④資機材を渡す ⑤ボランティア先へ行く ⑥終わるとセンターへ活
動報告をして終了となります。
　流れは研修で頭に入っていましたが、実際の設置運営訓練では、必要な準備が沢山あり、
実施訓練をしたことがない私たちには、ハードルが高いと思いました。しかし、いつ来るか分
からない災害に対して、職員間の体制作りをはじめ、するべきことが沢山あるなか焦りもあり
ますが、職員一丸となって、災害ボランティアセンター運営に向けて動いていきたいと思います。

東かがわ市社協の災害ボランティアセンター設置運営訓練の視察

「近助（きんじょ）こそ、災害の備えになる！」

かねだ　  よしゆき
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｢一人暮らし高齢者を励ます会｣

南蒲野地区　老人会会長　吉田  忠義
　南蒲野地区では「一人暮らし高齢者を励ます会」を、老人会の毎月の「サロン活動」と合同
で、年2回行なっています。
　3年前に新型コロナウィルスの感染拡大のため、中止になったり、お弁当の配布で終わるこ
ともありました。令和4年度になり、自粛生活も多少緩和され、サロン活動も感染防止対策を
講じながら毎月行なわれるようになりました。
　一人暮らし高齢者を励ます会も、7月には食事会、ジャンケン大会、玉入れ（座って投げ入
れたので意外と入らないものでした。）、12月には食事会、スカットボールのゲーム大会を
行いました。ゲーム大会は全員参加で、各個人の得点をボードに表示することで、みなさんが
張り切ってボールを打ちました。年齢、性別に関係なく、一打一打の真剣なプレーに拍手喝采
を送りました。ささやかですが賞品もありました。
　短い時間でしたが、元気よく和気あいあいとした時間を過
ごすことができました。のちに、参加した方にお会いした時
や、家庭訪問をした時に「楽しかった！」「また次も頼む
わ。」とうれしい言葉をお聞きすることができました。
　みなさんの喜んでいる姿を見ることで、私たちもパワーを
もらっています。これからも「一人暮らし高齢者を励ます会」
や「サロン活動」を通じて、高齢者の方々を支え、応援していきたいと思います。

 11月19日、総代、民生委員、福祉委員、老人クラブの方々の協力を得て、新しい片城会館で
「一人暮らし高齢者を励ます会」を行いました。
　年2回開催しておりましたこの会も、コロナ禍により3年ぶりの開催となりました。該当者
は33名で、そのうち参加者は17名でした。年々該当者の異動があり、前回に比べて顔ぶれも
大分変わりました。
　10時前になると、三々五々、参加者の皆さんが集まってきました。マスクをつけ、検温、
消毒をして会場に入り、気の合ったお友達と並んで席につきます。同じ地域に住んでいてもな
かなか会う機会もなく、新メンバーも加わっているので、まず、自己紹介をし、その後、お
しゃべりを楽しみました。
　次に、知っておくと生活しやすくなる高齢者の生活支援事業や絆バトン等のこと、高齢者が
元気に生活するには、日々の栄養や睡眠、運動がとても大事ですので、配食サービスや地区内
で実施している百歳体操等のこともお知らせしました。
　そして、役場の高齢者福祉課で“ごぼう先生の健康体操3”という介護予防の体操DVDをお借
りし、テレビ画面を見ながら一緒にやってみました。うまくできたらほっと安堵し、できなけ
れば笑いでごまかしたり、体操の途中で言われる数字を思い出しながら計算する場面もあった
りと、体も頭も使った愉しい体操でした。
　最後は、お友達や世話人とおしゃべりをして過ごしました。いろいろな人とお話しする機会
も少ないので、小一時間の会では、皆さん話も尽きませんでした。会の終了後もお土産のおや
つをもらった参加者の皆さんは、話の続きをし
ながら帰られました。ほんのひと時でも楽しん
でいただけたのではないかと思います。
　私たちは、これからも地域で高齢者が元気に
生活していける環境づくり、健康づくりをして
いきたいと思っています。

片城地区　民生委員　柏原  寛子
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　小豆島町介護保険施設の介護老人保健施設うちのみと特別養護老人ホームうちのみは、内海
病院跡の建物を活用し、平成２９年６月に運営を開始しました。施設には海側の部屋と山側の
部屋があり、どちらも小豆島町の四季折々の美しい景色が望めます。海側の部屋は波穏やかな
内海湾が一望でき、小豆島まつりの日には花火見学の特等席となります。また、台風の時にも
様々な船舶が湾内に停泊し、色とりどりのライトがきらめく美しい夜景を見ることができま
す。山側の部屋は四季の寒霞渓の移り変わりを楽しむことができます。春の新緑、秋の紅葉、
冬の雪化粧など、窓をキャンバスに見立て、美しい絵画を見るようです。
　施設ではコロナ禍で制限があるなか、少しでも楽しんでもらえるよう職員が工夫して七夕や
夏祭り、敬老会、秋祭りなどのイベントを開催し、利用者の笑顔が見
られるよう頑張っています。年が明けてからは、２月に節分の豆ま
き、３月には雛祭りの会を催して入所者に白酒・甘酒・ひなあられな
ど振舞い交流を行います。
　また、施設運営にあたっては、安定した経営を維持す
ることが大切であると考えており、そのうえで、地方公
共団体の本来の目的である住民の福祉を増進
し、住民ができる限り住み慣れた地域で暮らす
ことができる地域の基盤となるよう、また、住
民生活に密着したサービスの提供を将来にわた
り安定的に継続できるよう全力で取り組んでま
いります。

　私たちは、2004年4月からグループホーム青空として、小豆島町西村の竹生で施設を開設い
たしました。その後、隣に住宅型の有料老人ホームお元気村青空を開設しています。お元気村
青空にはデイサービスと訪問介護事業を併設しており、入居者様や利用者様の日常生活のお世
話をさせてもらっています。
　グループホーム青空では看護師2名が入居者の体調管理を行っており、緊急の場合でも各医
療機関と連携ができるようになっております。また、グループホームは1階と2階に入居者が9
人ずつと、少人数ならではのゆったりとした時間と空間の中、生活を楽しまれています。ま
た、グループホームではスタッフがお世話を全てするのではなく、どうすれば入居されている
方に自分から動いてもらえるか考え、主体性をもった生活を送れるように支援しています。洗
濯物たたみや、食器の後片付けなど喜んで手伝ってもらっています。冗談を言いながら、いつ
も作業を楽しんでいます。
　お元気村青空でも、竹生の浜が見える日当たりのよいリビングで、海を見ながらコーヒーを
飲んでもらったり、入居者の方たちの女子会が行われたりと楽しい施設です。
　コロナ禍で、外部との関わりが少なくなってはいますが、施設内売店をオープンし買い物を
楽しんでもらう事や、週2回ほど教室を開き、頭の体操をするなど工夫しながら日々の生活を
楽しんでいます。また、コロナが落ち着けば外部からの訪問や外出などを増やしていきたいと
考えています。施設に入るというと、暗いイ
メージがありますが、懐かしい出会いがあった
り、すぐ近くに話し相手がいたりと、楽しい事
や嬉しい事もたくさんあります。
　入居申し込みや、入居までの流れなど詳細に
つきましては、青空（0879-82-7116）までお
気軽にお問い合わせください。

代表　山下  太一

小豆島町介護保険施設
介護老人保健施設うちのみ 特別養護老人ホームうちのみ 事務局長　長町  耕作

グループホーム青空
住宅型有料老人ホーム お元気村青空施設紹介
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赤い羽根共同募金
令和4年度助成報告

令和４年度
小豆島町社協会費報告

● 賛 助 会 員 募 集 ●

《一般会費》　 911,400円
《賛助会費》　1,343,000円

賛助会費（個人・企業）
１口　１，０００円

（令和5年1月31日現在）

ご協力ありがとうございました。

・小豆島町社会福祉協議会　　
・池田老人クラブ
・内海老人クラブ
・小豆島町老人クラブ連合会
・小豆郡手をつなぐ育成会
・小豆島町障害者スポーツ大会事務局
・小豆地区保護司会東分区
・小豆郡生活研究グループ
・さわやかクラブ（草壁本町南）
・中山農村歌舞伎保存会
・西村原自治会
・あずき♪島っ子合唱団

4,670,944円

今後とも、一人でも多くの方に社協の活動を
ご理解いただきご協力をお願いいたします。

共同募金報告
（令和4年10月1日～12月31日）

　みなさまからの温かいご支援、ご協力により多くの善意が寄
せられました。心から感謝申し上げますとともに、募金結果を
ご報告いたします。
　今後とも引き続きご協力くださいますようお願い申し上げます。
　みなさまから寄せられた募金は、香川県共同募金会にて集め
られた後、一部が令和5年度に小豆島町の地域福祉活動資金と
して助成されます。

募金額内訳 （単位：円）

戸別募金
法人募金
職域募金
募 金 箱
街頭募金
そ の 他

合　　計

3,846,300
124,000
233,500
23,209
13,864
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4,240,876

　社協の財源の一つが、みなさまから寄せられる会費や寄付
金です。こうした財源は社協の事業を行う上で大きな支えと
なっています。金額の多少を問わず、年間を通じて受け付け
ております。どうぞお気持ちをお寄せください。
社会福祉事業へのご寄付は寄付金控除の対象となります。
ご寄付いただいた方の氏名は町広報紙に掲載しておりますの
でご覧ください。

令和4年4月～令和4年12月

寄 付 件 数
寄付合計金額

８　件
１３６,９４９　円

寄 付 に ご 協 力 お 願 い し ま す

10月30日（日）に商
工まつりで募金活
動をしてきました。
みなさん、ご協力あ
りがとうございま
した。

ふくぴぃ です。
よろしく

お願いします。
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